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(57)【要約】
【課題】不具合解析時に手がかりとなるデータをスコー
プに記録することが可能な内視鏡システムを提供する。
【解決手段】内視鏡システム１は、撮像素子（撮像部１
１）と、メモリ２３と、撮像素子からの画像信号に前段
の画像処理を施す映像信号処理回路１５と、経過時間を
計測するタイマを有するスコープ制御部２１とを有する
スコープ１０を備える。前段の画像処理が施された画像
信号について後段の画像処理を施すビデオ信号処理回路
３３と、日時を計測し日時データをスコープ制御部２１
に出力する時間保持回路部３６とを有するプロセッサ３
０を備える。スコープ制御部２１は、日時データと経過
時間とに基づいて、映像信号処理回路１５における画像
処理に関する設定値を変更した時点の変更日時を算出し
、変更内容とともにメモリ２３に記録する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子と、メモリと、前記撮像素子からの画像信号に前段の画像処理を施す映像信号
処理回路と、経過時間を計測するタイマを有するスコープ制御部とを有するスコープと、
　前記前段の画像処理が施された画像信号について後段の画像処理を施すビデオ信号処理
回路と、日時を計測し日時データを前記スコープ制御部に出力する時間保持回路部とを有
するプロセッサとを備え、
　前記スコープ制御部は、前記日時データと前記経過時間とに基づいて、前記映像信号処
理回路における前記画像処理に関する設定値を変更した時点の変更日時を算出し、変更内
容とともに前記メモリに記録することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記スコープ制御部は、前記スコープまたは前記プロセッサに接続された機器を介して
、前記変更日時及び変更内容を読み出し可能な状態で、前記メモリに記録することを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡システム。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡システムに関し、特に不具合の解析を容易にする内視鏡システムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮像素子が搭載されたスコープを備えた内視鏡システムが提案されている。内視
鏡システムにおいて、不具合が生じた場合に、修理時において不具合の箇所を特定する必
要がある。
【０００３】
　特許文献１は、画像処理装置（プロセッサ）の各回路に対してエラーチェックを行う診
断手段を有する内視鏡システムを開示する。
【特許文献１】特開２００４－２６１６１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の装置では、スコープの画像処理における設定値が変更されて、画
像処理後の画像の色あいなどが使用者の意図したものと異なることで、内視鏡システムの
使用者から不具合があるとされた場合など、エラーチェックで不具合であると診断されな
い状況が起こり得る。この場合、不具合の箇所を特定することが困難となる。
【０００５】
　したがって本発明の目的は、不具合解析時に手がかりとなるデータをスコープに記録す
ることが可能な内視鏡システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る内視鏡システムは、撮像素子と、メモリと、撮像素子からの画像信号に前
段の画像処理を施す映像信号処理回路と、経過時間を計測するタイマを有するスコープ制
御部とを有するスコープと、前段の画像処理が施された画像信号について後段の画像処理
を施すビデオ信号処理回路と、日時を計測し日時データをスコープ制御部に出力する時間
保持回路部とを有するプロセッサとを備え、スコープ制御部は、日時データと経過時間と
に基づいて、映像信号処理回路における画像処理に関する設定値を変更した時点の変更日
時を算出し、変更内容とともにメモリに記録する。
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【０００７】
　好ましくは、スコープ制御部は、スコープまたはプロセッサに接続された機器を介して
、変更日時及び変更内容を読み出し可能な状態で、メモリに記録する。
【発明の効果】
【０００８】
　以上のように本発明によれば、不具合解析時に手がかりとなるデータをスコープに記録
することが可能な内視鏡システムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本実施形態における内視鏡システムの構成について、図１を用いて説明する。本
実施形態に係る内視鏡システム１は、スコープ１０、プロセッサ３０、及びモニタ５０を
備える。
【００１０】
　スコープ１０は、ＣＣＤなどの撮像部１１、映像信号処理回路１５、スコープ制御部２
１、及び不揮発性のメモリ２３を有する。
【００１１】
　プロセッサ３０は、絶縁回路３１、ビデオ信号処理回路３３、時間保持回路部３６、及
び制御部３７を有する。プロセッサ３０ではスコープ１０により取得され映像信号処理回
路１５でＹＣ分離など前段の画像処理が施された画像信号に対し、モニタ５０で表示可能
な画像（ビデオ信号）を生成する後段の画像処理が施される。
【００１２】
　プロセッサ３０には、モニタ５０が接続される。モニタ５０は、プロセッサ３０で画像
処理された、所定のビデオ信号の規格に準拠した画像を表示する表示手段である。プロセ
ッサ３０には、モニタ５０の他に、プロセッサ３０で画像処理された画像データ等を記録
する外部記憶装置や、画像を出力（プリントアウト）するプリンタなどが接続されてもよ
い。
【００１３】
　次に、各部の詳細について説明する。被観察体からの反射光は対物光学系（不図示）を
介して撮像部１１の撮像素子に入射され、撮像素子の入射面に被観察体の光学像が結像さ
れる。撮像素子では入射した被観察体の光学像が光電変換され、該光学像に基づいた画像
信号が出力される。
【００１４】
　撮像部１１から出力された画像信号は、映像信号処理回路１５においてＹＣ分離など前
段の画像処理が施され、絶縁回路３１を介してプロセッサ３０のビデオ信号処理回路３３
に出力される。プロセッサ３０では、ビデオ信号処理回路３３において、後段の画像処理
が施されて、モニタ５０で出力可能なビデオ信号にされる。
【００１５】
　プロセッサ３０の時間保持回路部３６は、バッテリなどバックアップ用の電源を有し、
プロセッサ３０に電力供給するＡＣ電源をオフ状態にした場合でも、電力供給が行われ、
内部の時計機能を働かせて日時データを保持する。本実施形態では、スコープ１０がプロ
セッサ３０に接続され内視鏡システム１に電力が供給されると、スコープ制御部２１は、
制御部３７を介して時間保持回路部３６から日時データを受信する。
【００１６】
　本実施形態では、時間保持回路３６が有するバックアップ用電源を使って内部の時計機
構から日時を計測する形態を説明したが、日時は他の方法で計測してもよい。例えば、プ
ロセッサ３０の時間保持回路部３６が、インターネットなどのネットワークと接続可能な
状態にあり、ネットワーク上のタイムサーバーから日時を計測する形態が挙げられる。
【００１７】
　スコープ制御部２１は、受信した日時データの日時を基準に経過時間を計測するタイマ
を有し、受信した日時データと経過時間に基づいて、映像信号処理回路１５における明る
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さなどの画像処理に関する設定値を変更するコマンドをスコープ制御部２１が受信した時
点のコマンド受信日時を算出する。コマンド受信日時と対応するコマンド内容は、直接ま
たはプロセッサ３０経由でスコープ１０に接続されたパソコンなどによって読み出し可能
な状態で、メモリ２３に記録される。
【００１８】
　具体的には、スコープ１０は、ＲＳ－２３２Ｃなど、パソコンなどの外部機器と接続可
能なインターフェイスを有し、このインターフェイスを介して、メモリ２３に記録された
コマンド受信日時と対応するコマンド内容がパソコンなどの外部機器に読み出しされる。
スコープ１０とプロセッサ３０との間についても、パソコンなどの外部機器と接続するた
めのインターフェイスを共通利用してもよい。プロセッサ３０経由でパソコンがスコープ
１０と接続される場合には、プロセッサ３０側に、さらにＲＳ－２３２ｃなど、パソコン
などの外部機器と接続可能なインターフェイスを有する。
【００１９】
　メモリ２３に記録されたコマンド受信日時、及びこれに対応するコマンド内容は、パソ
コンなどで読み出しされ、スコープ１０の設定コマンドの変更履歴として、スコープ１０
に不具合が生じた場合などの解析作業時に使用される。映像信号処理回路１５における画
像処理に関する設定値は、通常内視鏡システム１の使用者によって変更されるものではな
いが、誤った操作により変更される場合、または修理作業者などによって変更される場合
がある。これらの変更により、画像処理の設定値が変わるため、モニタ５０などに出力さ
れる画像が、内視鏡システム１の使用者にとって意図しない色合いになり、内視鏡システ
ム１の不具合があるとして修理を依頼されることが起こり得る。
【００２０】
　本実施形態では、このような場合に、変更履歴が変更した日時とともに、パソコンなど
で読み出し可能な状態でメモリ２３に記録されるため、これらの情報を使って不具合解析
を行うことが可能になる。
【００２１】
　次に、コマンド内容と、コマンド受信日時とがメモリ２３に記録される手順について、
図２のフローチャートを使って説明する。ステップＳ１１で、スコープ１０がプロセッサ
３０に接続され、内視鏡システム１にＡＣ電源からの電力が供給されると、ステップＳ１
２で、時間保持回路部３６からの日時データが、制御部３７、絶縁回路３１を介してスコ
ープ制御部２１に送信される。
【００２２】
　ステップＳ１３で、スコープ制御部２１は、タイマの動作を開始し、日時データに対応
する日時からの経過時間を計測する。ステップＳ１４で、映像信号処理回路１５における
画像処理に関する設定値を変更する操作が行われ、対応するコマンドをスコープ制御部２
１が受信したか否かが判断される。受信した場合にはステップＳ１５に進められ、受信し
ていない場合には、ステップＳ１４が繰り返される。
【００２３】
　ステップＳ１５で、時間保持回路部３６から受信した日時データと、タイマによる経過
時間に基づいて、設定値を変更するコマンドをスコープ制御部２１で受信した日時が算出
され、ステップＳ１６で、設定値を変更するコマンドの内容と、コマンドを受信した日時
が、スコープ１０に接続したパソコン（またはプロセッサ３０に接続したパソコン）を介
して読み出し可能な状態で、メモリ２３に記録される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本実施形態における内視鏡システムの構成図である。
【図２】設定値を変更するコマンド内容と日時を記録する手順を示すフローチャートであ
る。
【符号の説明】
【００２５】
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　１　内視鏡システム
　１０　スコープ
　１１　撮像部
　１５　映像信号処理回路
　２１　スコープ制御部
　２３　メモリ
　３０　プロセッサ
　３１　絶縁回路
　３３　ビデオ信号処理回路
　３６　時間保持回路部
　３７　制御部
　５０　モニタ

【図１】 【図２】
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